
図－1.1 LNG 地下式貯槽 側壁鉄筋立上り部

表－2.1 養生実験緩衝材の層数と厚さ 

写真－2.1 梱包用緩衝材（袋詰めの状態） 

LNG 地下式貯槽の底版コンクリートにおける梱包用緩衝材の養生材としての適用 
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１．概要  

LNG 地下式貯槽の底版はマスコンクリートであり、コンクリ

ート内部と表面との温度差に起因する、いわゆる内部拘束によ

る温度ひび割れが発生する懸念がある。その対策として一般的

に保温養生を実施し、温度ひび割れを抑制する。保温養生材と

しては発泡スチロールやエアバッグシート等が用いられるが、

側壁やハンチの鉄筋立上がり部（図-1.1 青丸印）では、これ

らの材料を鉄筋間隔に見合うように加工する必要があり、その

手間と養生材を敷設するための労力は多大で、また時間も要す

る。このような背景のもと、梱包に用いられる緩衝材を養生材

として適用することを考え、実験を行い保温効果を確認し、実

構造物へ適用した。本報告ではそれらの概要について述べる。 

 

２．実験の概要 

緩衝材による保温効果確認の実験を以下のように行った。図-2.1 に示す B=500mm×W=500mm×H=500mm のコ

ンクリート供試体を 3体作成し、それぞれの上面に袋詰めの緩衝材を 3種類の層数（2 層,3 層,5 層）で敷設

し、その内部と表面の温度を計測した。緩衝材は耐熱製のビニル袋に厚さが 2cm になるように詰められたもの

である。緩衝材の層数と敷設厚さを表－2.1 に示す。養生材敷設面

（上面）以外の底面と側面はウレタンフォーム（厚さ 5cm）を設置

して断熱性を確保した。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
温度計測結果、およびこれを基にして養生材の熱伝達係数を同定した温度解析の結果を図－2.2、表－2.2

に示す。また、図－2.3 に緩衝材の層数と熱伝達係数の実験結果を示す。 
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図－2.1 養生実験供試体概要 
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図－2.3 緩衝材層数と熱伝達係数 

解析結果は、実験結果と比較してピーク温度の材

齢、ならびにその後の温度降下の状況に若干の違い

はあるものの、ピーク温度はそれぞれよく合ってい

る。さらに各材齢の中心部と表面の温度差もほぼ同

等であり、実施工のひび割れ制御上、重要となるピ

ーク温度と温度差について同定できていると判断

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．実施工への適用  

当該養生材は、清水エル・エヌ・ジー㈱袖師基地 No.3LNG 地下式貯槽

工事（容量 16 万 kL、内径 72.2ｍ、液深 40.0m、底版厚さ 5.0m、側壁厚

さ 2.3m）において、底版コンクリートの養生材として適用した。事前

の温度応力解析より養生はエアバッグ 5 枚（熱伝達係数η=1.6W/m2･℃

相当）を必要とした。このため、緩衝材については実験結果より層数 3

層（厚さ 6cmη=1.4W/m2･℃相当）とした。写真－3.1 にその敷設状況を

示す。 

緩衝材を適用した側壁下端部の底版コンクリート

の表面温度計測結果を図－3.1 に示す。この計測結

果に対して、温度解析による確認を行ったところ、

緩衝材の熱伝達係数η=1.7W/m2･℃の場合において

実際の温度計測結果と同等であることが確認され

た。この値は実験結果の熱伝達係数η=1.4W/m2･℃よ

りも大きいが、これは立上がり鉄筋からの放熱の影

響と考えられ、緩衝材による保温効果は十分に発揮

されていたものと考えられる。なお、底版コンクリ

ートには温度ひび割れは確認されなかった。 

４．おわりに  

LNG 地下式貯槽の底版コンクリートにおいて、側壁部、ハンチの鉄筋が立上がる箇所の保温養生材として緩

衝材を提案し、実験による確認を経て、実施工へ適用した。その結果、煩雑な鉄筋立上がり部の養生材敷設の

施工性は向上し、良好な保温養生効果により温度ひび割れは認められなかった。緩衝材は除去、再敷設も容易

で取り扱いやすい上に、再利用も可能で、有効な養生材であると考えられる。今後は、保温効果についてのさ

らなるデータの蓄積を行っていきたいと考える。 
【参考文献】 １）江渡他：マスコンクリートの保温養生に用いる保温養生材の効果に関する実験的検討 土木学会大 53 回年次

学術講演会 Ⅴ-360 pp720－pp721 2）土木学会：2002 年制定 コンクリート標準示方書・施工編  
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図－2.2 温度の経時変化（緩衝材 3 層の場合）

写真－3.1 養生材の敷設状況 

図－3.1 底版コンクリート表面の温度経時変化

表－2.2 温度の解析結果と実測結果 
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